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研究成果の概要（和文）：本研究の主な成果は、以下の３つである。①三成・姫岡・小浜編『歴史を読み替えるージェ
ンダーから見た世界史』2014年と長野・久留島・長編『歴史を読み替えるージェンダーから見た日本史』2015年の刊行
。②前者（『読み替える（世界史編）』）の合評会を兼ねた公開シンポジウムの開催（2014年7月）。③科研費共同研
究会（比較ジェンダー史研究会）独自のウェブサイト（http://ch-gender.jp/wp/）の開設。このウェブサイトは、『
読み替える』の情報を補足すること及びジェンダー史WEB事典として活用されることをめざしている。また、高校教科
書の書き換え案も提示している。

研究成果の概要（英文）：The results of our study group are as follows. ①We published two 
books：Mitsunari,Himeoka,Kohama(ed.),”Reexamination of world history from the point of view of gender” 
(2014) and Nagano,Kurushima,Osa(ed.), “Reexamination of Japanese history from the point of view of 
gender”(2015). 　②We held a symposium on gender history(2014, July), which was a joint review of ” 
Reexamination of world history from the point of view of gender “. ③We opened a web site of gender 
history. This web site aims at giving information about gender history education and serving as a web 
encyclop of gender history. There are many examples of rewriting of high school history textbook.

研究分野： ジェンダー史、ジェンダー法学、西洋法制史

キーワード： ジェンダー　世界史　歴史教育　日本史
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１．研究開始当初の背景 
(1)本研究は、「歴史教育におけるジェンダー
視点の導入」（以下では「ジェンダー史教育」
と略記）に関する基礎研究を行うことを目的
とした。本研究の出発点となったのは、第 21
期日本学術会議史学委員会「歴史学とジェン
ダーに関する分科会」（2008～2011 年）にお
ける議論・シンポジウムの成果である。それ
は、おもに３つある。 
①同分科会主催で2009年12月に開催した公
開シンポジウム「歴史教育とジェンダー－教
科書からサブカルチャーまで」では、100 名
以上の参加者を得て、活発な討論が行われた。
その成果は、『学術の動向』2010 年 5 月号に
掲載した。 
②上記①をさらに発展させたものとして、姫
岡（研究分担者）・長野編『歴史教育とジェ
ンダー－教科書からサブカルチャーまで』
（2010 年）を刊行した。 
③同分科会と歴史認識分科会が共催した公
開シンポジウム「歴史認識を変える－歴史教
育改革とジェンダー」（2011 年 7 月）におい
ては、歴史学へのジェンダー視点導入の意義
をいっそう鮮明にすることができた。 
 
 (2)上記の成果をあげる過程で直面したのは、
ジェンダー史の「ゲットー化」とも言える現
象にどう対処するかという課題であった。具
体的には、一般史のなかで扱われるジェンダ
ー・トピックの少なさと偏りをいかに是正し、
担い手（ジェンダー史教育者）の圧倒的不足
にどう対処するのかという課題である。これ
を解決するためには、歴史教育におけるジェ
ンダー視点の導入に関する本格的な国際比
較研究を行い、体系的な教材収集と成果の公
表によって、わが国のジェンダー史教育に不
可欠の基盤を築かねばならないと考えるに
至った。 
 
２．研究の目的 
本研究では、３つの研究目的を設定した。 
(1)ジェンダー史教育の方法論を検討し、ジェ
ンダー史を一般紙に組み込むことの必要性
と緊急性を説得的に示す。 
 
(2)ジェンダー史教育の現状を明らかにする
ために高校歴史教科書と大学入試問題を分
析し、ジェンダー史教材の開発に関する国際
比較研究を行う。 
 
(3)ジェンダー史教材の調査・収集・整理・体
系化を行い、高校教育や大学教養教育で使い
やすい教材を開発する。 
 
３．研究の方法 
(1)定期的に共同研究会を開催し、各メンバ
ーが分担する課題について順次報告を行っ
た。共同研究会の一部は公開シンポジウムと
して実施した。 
 

(2)外国・国内でのジェンダー史教育の現状
に関する調査研究を行い、ジェンダー・トピ
ックに関する史資料やデータを蒐集・整理し
た。 
 
４．研究成果 
(1)最大の研究成果として、『歴史を読み替え
る』全 2巻を刊行した。三成美保・姫岡とし
子・小浜正子編『歴史を読み替えるージェン
ダーから見た世界史』大月書店、2014 年と、
長野ひろ子・久留島典子・長志珠絵編『歴史
を読み替えるージェンダーから見た日本史』
2015 年である。両書とも高校歴史教科書の
章立てに準じた章構成とし、あえて通史とし
た。また、補助教材として使いやすいよう、
見開き 2 ページを 1 単位とする構成として、
左ページに本文解説、右ページに史資料や図
版、参考文献を掲載した。世界史編は、全 15
章であるが、その第 1 章「総論―歴史とジェ
ンダー」は、ジェンダー史方法論をまとめた。
第２章以下の各時代・地域に関する章では冒
頭に「概説」を入れ、時代の見取り図とジェ
ンダー史年表を添えた。各章末尾には「特論」
を配して、通史的なトピックや比較を論じた。 
 
(2)『読み替える（世界史編）』の合評会を兼
ねて、2014 年 7月に公開シンポジウムを開催
した。日本史・東洋史・西洋史・高校世界史
担当教員などから報告・コメントをしてもら
った。その成果の一つであるコメントは、本
科研費研究会（比較ジェンダー史研究会）の
ホームページに掲載している。 
 
(3)『読み替える（世界史編）』の刊行にあわ
せて（2014 年 5 月）、比較ジェンダー史研究
会 独 自 の ウ ェ ブ サ イ ト
（http://ch-gender.jp/wp/）を開設した。
このウェブサイトは、『読み替える』の情報
を補足することを主な目的の一つとしてい
るほか、ジェンダー史 WEB 事典として活用さ
れることをめざしている。また、高校教科書
の書き換え案も提示している。１日あたり
400～500 件のアクセスがあり（2015 年６月
現在）、統計をとりはじめた 2014 年 10 月以
降、アクセス総数はすでに 8 万件を超えた。
順調に利用がすすんでいる。 
 
(4)共同研究の結果、以下の課題が明らかに
なった。①ジェンダー史の蓄積の偏りを是正
する必要があること、②日本史・アジア史を
組み込んだ「関係史」としての「ジェンダー
世界史」の構築が必要であること、③専門用
語を増やさないでジェンダー視点からの教
科書書き換えが必要であることである。これ
らの課題については、新規の科研費共同研究
で実現したいと考えている。 
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